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VEI4〜VEI8クラスの大規模噴火では，大規模火砕流や降下テフラ等により，火山の周辺地

域から数 100〜1000km以上離れた地域まで影響が及ぶ可能性がある．噴火の長期的，中期的，

短期的前駆活動，噴火の推移には，多様性が認められ，各噴火の特徴をデータベース化する

ことで，今後の噴火推移予測や火山防災に資することができる．産総研地質調査総合センタ

ーでは，数年前より，大規模噴火データベース，噴火推移データベースの構築に取り組んで

いる (西野ほか, 2019; 金田ほか, 2020, 2021;下司ほか, 2020, 2021)．大規模噴火データベース

は，カルデラを形成する規模の大規模噴火，噴火推移データベースは目撃事例のある歴史時

代の大規模噴火を対象としている．産総研地質調査総合センターでは，これまでに日本の火

山データベースとして，第四紀火山，活火山，20万分の 1日本火山図，火山灰データベース

を公開しており，大規模噴火データベース，噴火推移データベースはこれらに続くデータベ

ースとなる．2022年 7月 15日より一般公開を開始した． 

 

大規模噴火データベース (https://gbank.gsj.jp/volcano/ledb/)  
後期更新世以降 （過去約 13万年間） に発生した VEI6以上の大規模噴火について，噴出

物の特徴，長期的・短期的前駆活動，噴火推移，後カルデラ火山活動の詳細を取りまとめた  

(産総研地質調査総合センター(編), 2022a)．2022年 9月の時点では，摩周 (7.6 ka)，支笏（46 

ka），洞爺（106 ka），濁川（約 15 ka），十和田（15.5 ka，36 ka，61 ka），姶良（30 ka），阿多

（108 ka，240 ka），池田（6.5 ka）の 8つの火山が公開されている．データベース上では，各

火山における大規模噴火に至る数万年間の長期的前駆活動，大規模噴火直前 1000年程度の短

期的前駆活動，大規模噴火の推移，その後の活動についてまとめられている．層序概念図を

柱状図の形式で示し，噴出物の層序関係や噴火規模を視覚的に分かりやすく示すと共に，各

噴火ユニットへのリンクを用意した．噴火時系列図では，横軸に年代，縦軸に VEIをとり，
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前駆活動の噴火の規模や休止期間の長さ，活動度の変化を示した（Fig. 1）．それぞれの噴火イ

ベントについて，年代，年代の測定手法，年代の文献情報，噴出源，総噴出量，噴出物の名

称，名称の出典，別名，噴火の推移の概要，分布，噴出量，噴出量の文献，岩石のタイプ，堆

積物の特徴，層序概念図，分布図，写真が示されている (Fig. 2)．噴出物の分布や露頭情報も

図として示されており，主要な噴火については，地図上で拡大縮小が可能な GIS データとし

て表示されている．それぞれの噴火ごとに小さい層序概念図が右上に示されており，その噴

出物が全体でどのステージの噴出物であるかが視覚的に分かるようになっている．噴火イベ

ント毎に引用文献と文献へのリンク，関連データベースへのリンクが示されている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Eruption Stratigraphy Diagram and Eruption Sequence Diagram of Mashu Volcano.  
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Fig. 2 Example of Ito Ignimbrite and Kamewarizaka Breccia Deposit during the Aira Ito Eruption. 

 

噴火推移データベース (https://gbank.gsj.jp/volcano/esdb/) 
国内及び海外の噴火のうち，時系列の目撃・観測記録が比較的よく残っている VEI4〜VEI6

クラスの火山噴火を対象として， 中長期前駆活動，短期的前駆活動，噴火発生後の推移を取

りまとめた (産総研地質調査総合センター(編), 2022b)． 2022年 9月時点では，ケルート 2014

年噴火，プジェウエ-コルドン・カウジェ 2011年噴火，グリムズヴォトン 2011年噴火，チャ

イテン 2008年噴火，ピナツボ 1991年噴火，エル・チチョン 1982年噴火，有珠山 1977-78年

噴火，オーガスティン 1976年噴火，べズイミアニ 1955-56年噴火，キサプ 1916-32年噴火，

桜島大正噴火，ノヴァラプタ・カトマイ 1912 年噴火，クラカタウ 1883 年噴火，富士山宝永

噴火の 14噴火が公開されている．本データベースでは，統一的な基準に基づいて，それらの
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記録を解釈し，噴火がどのように推移したかをひと目で理解でき，他の噴火と比較検討する

ことができる噴火推移図を作成した．噴火推移図は，横軸に噴火日時，縦軸に火山活動強度

指数 (VUC; Volcanic Unrest Classification) をとり，VUC -1〜7の 9 段階で活動度の強度の変化

を示した (下司ほか, 2020, 2021)．例えば，VUC 7は，煙高度が 30 km以上，5 km3以上の大規

模火砕流を発生する場合を指す. 個々の噴火毎に噴火全期間と主要なメイン噴火フェーズに

おける噴火推移図を表示し，活動度の変化が分かるようにした．噴火活動強度の時間変化を

視覚的に把握するため，それぞれの噴火について噴火日時を横軸に，VUCを縦軸に表した噴

火推移図を作成した．噴火推移図は 200年間，150日間，7日間の期間で表示期間を切り替え，

それぞれの火山噴火の噴火活動強度変化を並べて比較検討することができる (Fig. 3)．また，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 Comparison of Eruption Sequence Diagrams of 7 large-scale eruptions for 150 days.  
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降下テフラや火砕流の噴出物の分布を拡大縮小可能なマップ上で表示できるようになってい

る．個々の噴火の前兆現象，噴火推移，長期的活動推移を文書でまとめ，噴火推移のイベン

トについては，表形式で，日付時刻，継続時間，VUC, 内容，出典を取りまとめた．また，引

用文献と文献へのリンクが示されている (Fig. 4)．噴火推移の傾向については，小〜中規模な

噴火に始まり，大規模なクライマックス噴火で終わる”エスカレート型”，噴火が間欠的に発

生し，ピークが不明な”多峰型”，噴火開始直後にピークを迎える噴火推移を示す”減衰型”に区

分して表示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Fig. 4 Example of 1955-56 Eruption of Bezymianny Volcano.  
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今後，火山数を増やしていくと共に，公開済みの火山の更新を行う予定である。火山研究者

を始め，防災関係者やアウトリーチ関係者等，多くの方々に利用して頂きたいと考えている．

これらのデータベースを火山噴火予測やそれに基づく火山防災計画に反映させるため，噴火

推移の類型化やそれに基づく噴火確率系統樹の作成にも活用していく予定である. 
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